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地域社会における温暖化影響の総合的評価と適応政策に関する研究

大学・研究機関と関東・中部の５研究所が分担・協力しながら、地域社会の諸側面に及ぼす温暖化影響の総合的な解析を試みる。とくにモデル自治体を対象として、影響評価

 

及び脆弱性評価、適応効果把握手法の確立に向けた課題抽出を行うとともに、住民に分かりやすい影響リスク評価等の在り方を解明し、地域住民等に受容可能な適応方策体系を

 

探求して適応政策ガイドラインを作成する。また、温暖化影響や適応に係る情報共有を目的とする「地域適応フォーラム」を構築し、今後の温暖化研究の充実化及び適応政策の

 

社会実装化に貢献する。
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法政大学、電力中央研究所、東京農工大学、埼玉県環境科学国際センター、東京都環境科学研究所、神奈川県環境科学センター、長野県環境保全研究所
研究協力機関：

 

東京大学、富山大学、横浜国立大学、マサチューセッツ工科大学、東京工業大学、ドイツ環境調査事務所、千葉大学、信州大学、山梨県環境科学研究所、
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関東５都県

 

（東京都、埼玉県、神奈川県、山梨県、長野県）

（１）地域の温暖化影響及び適応研究に係るデータベース構築とプラットフォーム機能形成に
関する研究（法政大学）

（２）地域社会（まちづくり、暮らし等）の温暖化影響に係る総合的評価手法及び適応方策の
あり方に関する研究（法政大学）

（３）住民参加型の温暖化影響リスク評価・脆弱性評価と適応方策の合意形成に関する研究
（財団法人電力中央研究所）

（４）関東・中部地域における地球温暖化の影響評価と適応方策に関する研究
①関東・中部における温暖化適応策検討のためのモニタリング及び温暖化影響評価と地域
環境教育プログラム開発

 

（東京農工大学）
②埼玉県における温暖化の農業等に与える影響把握手法の開発と評価に関する研究
（埼玉県環境科学国際センター）
③東京における温暖化とゲリラ豪雨等局地的極端現象との関係解析に関する研究
(東京都環境科学研究所)  

④神奈川県における温暖化影響観測指標の設定等に関する研究
（神奈川県環境科学センター）
⑤長野県における温暖化影響評価及び適応策立案手法の開発に関する研究
（長野県環境保全研究所）

●達成目標と分担

作業の流れ 成果物 活用方法

県温暖化影響
情報の収集

温暖化影響予測
情報の整理

適応策立案手法
への提言

適応策検討手順書
の作成

地域における温暖化影響・
適応策の検討手順書

情報リスト

提言・手順書の見直し

長野県ガイドライン

長野県における適応計画
（骨子案）
■内容
・温暖化影響評価結果
・適応策立案手法
・各課事業への反映

フォーラムでの
の呼びかけ

長野県温暖化対策
戦略再構築事業

条例・県民計画

既存の計画・施策
等への組込

適応策ガイドライン 全国へ呼びかけ
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●研究構成

●情報プラットフォーム（地域研究機関における研究データベース）

（地域適応フォーラムの開催）

第Ⅰ期（2年間の達成目標）
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Ａ．指標開発
温暖化影響モニタリング指標として、各地

域共通指標と地域独自指標、既存観測デー
タ指標と市民参加型モニタリング指標を組み
合わせて開発し、一部試行する。

Ｂ1．地域個別テーマ
地域特性に応じた影響分野として、ゲリラ

豪雨（東京）、農業（埼玉、長野）、山岳生態
系（長野）を設定し、影響評価に関する基礎
データの収集・分析を行う。

B２．試行とガイドライン
全国班から提供される簡易予測ツールを

用いて、将来的な温暖化影響の定量的評価
の試行、温暖化影響リスクコミュニケーション
や参加型手法・合意形成手法に係る知見の
整理を行う。

Ｃ．情報プラットフォーム
地域適応フォーラムの試行、地方研究機関

における適応策研究情報のデータベースの
構築、温暖化影響・脆弱性評価及び適応策
に資する基礎データのデータベース・一般市
民への伝達システムの開発・準備を行う。
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●指標開発

●試行とガイドライン

 

（長野県等で実施中）

将来影響評価指標
・分野別の影響指標

（２）長期的な温暖化の影響評価

脆弱性の評価

（１）現在及び短期的な温暖化影響の評価

（３）温暖化適応策の計画、実施、進行管理

将来的な気候変動（外力
の大きさ）の予測

感度（感受性）
の把握・予測

適応能力（抵抗力）
の把握・予測

将来的な温暖化影響リスク
（不確実性と影響の大きさ）の評価

脆弱性評価指標
・気候外力評価指標
・感度（感受性）評価指標
・適応能力（抵抗力）評価指標

適応策効果指標
・影響軽減効果指標
・対策の費用便益指標

適応策進捗評価指標

適応策の立案
（合意形成、優先順位づけを含む）

適応策の実施・進行管理

対応する指標適応策の検討手順

現在影響
評価指標

長期的な
リスク

評価指標

適応策
評価指標

既存統計等による現在影響評価指標
・全国共通指標
・地域独自指標

新規観測による現在影響評価指標
・定量観測指標
・市民参加型モニタリング指標

http://www.adapt-forum.jp/
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